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みられる腎障害　膠原病,血管炎　紫斑病性腎炎(IgA血管炎).

日本臨床,2022;別冊腎臓症候群III:228-231.

和文総説 73
佐藤真教，工藤孝広. 【くわしく知ろう小児の機能性消化管疾患】機能性消化管疾患の総

論　基礎研究.

小児科診療,2022;85:1169-1174.

和文総説 74
中野信浩，米山俊之，北浦次郎. 経口免疫療法による食物アレルギー症状の発生抑制のメカニズム. アロス エルゴン,2022;2:729-735.

和文総説 75

荒井美輝，東海林宏道. 【191の疑問に答える　周産期の栄養】小児科編Q&A　一般

(Question 8)　健康な新生児の便の性状を教えてください。下痢

との区別の仕方も教えてください。(Q&A).

周産期医学,2022;52(増)【周産期の栄養】:352-353．

和文総説 76

荒井美輝，東海林宏道. 【Late preterm・Early termを展望する】新生児編　Late 

preterm・Early term児の生理学的特徴と疾患と管理法　栄養.

周産期医学,2022;52:575-578．

和文総説 77
荒井美輝，東海林宏道. 【育児相談Q&A】0～5ヵ月　便の性状・回数は?血便がときどきある

が大丈夫?.

小児内科,2022;54:885-887．

和文総説 78

戸田方紀，新井勝大 【成人患者における小児期発症慢性疾患】成人期における主な小

児期発症疾患の病態・管理　消化器疾患　Crohn病・潰瘍性大

腸炎．

小児内科,2022;54:1590-1593.
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和文著書 1
大友義之. 夜尿症の治療は小学1年生から. 学校保健の動向（令和４年度版）．交易財団法人日本学校

保健会．丸善出版，東京．35-36.2022

和文著書 2
東海林宏道. 早産児の生後早期に経静脈栄養に脂肪乳剤は必要か?. 小児科診療Controversy. 金子一成（監・編）．中外医学

社，東京. 20-23.2022

和文著書 3
東海林宏道. 母乳育児の利点と留意点. 母乳育児ハンドブック．水野克己ほか（監），日本小児医療保

健協議会（編）．東京医学社，東京．102-109.2022

和文著書 4

安部信平. Ⅱてんかん各論　Q38　中心側頭部棘波を示す小児てんかんにつ

いて教えてください.

Q＆Aでわかる初心者のための小児のてんかん・けいれん．奥村彰

久・白石秀明（編）．中外医学社，東京．203-208.2022

和文著書 5
西﨑直人. 夜尿症診療リアルメソッド. 夜尿症診療リアルメソッド. 西﨑直人（著）. 中外医学社. 東京. 

1-150.2022

和文著書 6
西﨑直人. 小児の夜尿症に対して三環系抗うつ薬の適応はあるか？. 小児科診療Controversy. 金子一成（監編）. 中外医学社. 

東京. 346-351.2022



和文著書 7
幾瀨圭. 中学生のヘリコバクター・ピロリ感染に対するtest & treatは有効

か？.

小児科診療のControversy. 金子一成ほか(編). 中外医学社. 

東京. 300-304.2022

和文著書 8
五十嵐鮎子. Ⅱてんかん各論　Q39 Panayiotopoulos症候群について教えてく

ださい.

Q＆Aでわかる初心者のための小児のてんかん・けいれん．奥村彰

久，白石秀明（編），中外医学社，東京．209.2022

和文著書 9

山﨑晋. １．血球貪食症性リンパ組織球症の歴史. サイトカインストーム症候群　メカニズムと治療．Randy Q. Cron, 

Edward M. Behrens. 森雅亮、清水正樹（監訳）．朝倉書

店，東京．2-9.2022

和文著書 10

山﨑晋. ２．自己免疫疾患におけるマクロファージ活性化症候群の歴史. サイトカインストーム症候群．メカニズムと治療．Randy Q. Cron, 

Edward M. Behrens. 森雅亮、清水正樹（監訳）．朝倉書

店，東京．10-17.2022

和文著書 11

山﨑晋. 11．サイトカインストーム症候群における免疫学的病因としての骨

髄系細胞の役割.

サイトカインストーム症候群．メカニズムと治療．Randy Q. Cron, 

Edward M. Behrens. 森雅亮、清水正樹（監訳）．朝倉書

店，東京．99-105.2022

和文著書 12
戸田方紀，新井勝大. 蛋白漏出胃腸症. 小児科診療ガイドライン－最新の診療指針－〈第5版〉．加藤元

博（編）．総合医学社，東京．309-312.2022

和文著書 13

黒澤礼子. 不登校・暴力行為に向き合う　小中学校で　発達障害に気づいて・

育てる支援・ガイド.

不登校・暴力行為に向き合う　小中学校で　発達障害に気づいて・

育てる支援・ガイド．黒澤礼子（著）．講談社，東京.1-

176.2022

区分 番号 著者名 論文名 掲載誌名, 掲載年；巻（号）：ページ番号 国際共同

和文症例報告 1
惠畑優，宮野剛，三上敬文，石井惇也，加藤春輝，西崎直

人，大日方薫，牧野真太郎，吉田幸洋，岡崎任晴.

【短腸症候群の診療における問題点】短腸症候群の原因となった

腹壁破裂の1例.

小児外科,2022;54:218-221.

和文症例報告 2
仲川真由，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大貫裕太，櫻

谷浩志，藤永周一郎.

少量IVCY療法中に症候性低ナトリウム血症をきたした膜性ループ

ス腎炎の14歳女子例.

日本小児体液研究会誌,2022;14:35-38.

和文症例報告 3
武政洋一，仲川真由，森下俊真，遠藤翔太，大貫裕太，櫻

谷浩志，藤永周一郎.

高K血症を契機にKLHL3新規遺伝子変異を同定した偽性低アル

ドステロン症II型の新生児男児例.

日本小児体液研究会誌,2022;14:25-29.

和文症例報告 4
大山里恵，仲川真由，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大

貫裕太，櫻谷浩志，村上仁彦，藤永周一郎.

ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群で発症し1年後に重症ループス腎

炎と診断した3歳男児.

日本小児腎臓病学会雑誌,2022;35:141-147.

和文症例報告 5

渡邉浩太郎，宇田川智宏，奥津美夏，真保麻実，阿久津裕

子，山崎晋，森雅亮，田中絵里子，冨井翔平，三浦健一

郎，服部元史，森尾友宏.

混合性結合組織病の診断に先行した膜性腎症の1例. 日本小児腎臓病学会雑誌,2022;35:117-123.

和文症例報告 6
石川有希美，沼沢慶太，土岐真智子，花川純子，朝倉由

美，安達昌功，室谷浩二.

亜急性甲状腺炎と急性化膿性甲状腺炎の鑑別困難例. こども医療センター医学誌,2022;51:82-87．

和文症例報告 7

堀内裕紀，一色美和，山谷琴子，谷口明徳，藤村純也，佐

藤尚武，三井田孝，田部陽子.

フローサイトメトリー検査実践講座:基礎から分かる結果解釈　フ

ローサイトメトリー検査でリンパ球領域に腫瘍細胞が出現したT 

Lymphoblastic Leukemia(T-ALL)の一例.

日本臨床検査医学会誌,2022;70:739-745.

和文症例報告 8

徳島香央里，永山雄貴，西田江璃子，滝口真未，岩崎卓

朗，海老原慎介，菅沼広樹，木下恵司，瀬尾尚吾，山高篤

行.

肝門部嚢胞性病変を契機に早期診断に至った胆道閉鎖症の1例. 埼玉県医学会雑誌,2022;56:277-281.

和文症例報告 9
森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大貫裕太，櫻谷浩司，村

上仁彦，藤永周一郎.

肉眼的血尿が長期間持続したがAKI / CKDを合併しなかったIgA

腎症の12歳女児.

日本小児腎不全学会雑誌,2022;42:185-188.

和文症例報告 10

大貫裕太，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，渡邊佳孝，仲

川真由，櫻谷浩志，村上仁彦，藤永周一郎.

ネフローゼ症候群を呈しメサンギウムにIgA沈着を認めたCockayne

症候群・色素性乾皮症複合型（CS/XP）の1歳女児.

日本小児腎不全学会雑誌,2022;42:189-193.



和文症例報告 11
武政洋一，森下俊真，遠藤翔太，大貫裕太，仲川真由，櫻

谷浩志，藤永周一郎.

高K血症を契機にKLHL3新規遺伝子変異を同定した偽性低アル

ドステロン症Ⅱ型の新生児男児例.

日本小児体液研究会誌,2022;14:25-29.

和文症例報告 12

武田翔，吉田登，丸山和隆，櫻谷浩志，大友義之，浦尾正

彦，山高篤行，清水俊明.

早期に発見し得た胆嚢捻転症の女児例. 小児科,2022;63:347-350.

和文症例報告 13

永山雄貴，田久保憲行，村野弥生，真弓怜奈，矢澤里絵

子，川村隆貴，藤波竜也，伊藝孔明，岩嶋富美子，鄭子

文，深江俊愛，石川有希美，庄野哲夫，春名英典，東海林

宏道，中澤友幸，清水俊明.

糖尿病性ケトアシドーシスに非閉塞性腸間膜虚血を合併した思春

期2型糖尿病.

日本小児科学会雑誌,2022;126:667-673.

和文症例報告 14
西村拓朗，米山俊之，大日方薫，清水俊明，松原知代. 広範囲の皮疹が先行したリウマチ熱の1例. 日本小児皮膚科学会雑誌,2022;41:57-62.

和文症例報告 15
林昂彦，権田裕亮，宮野洋希，水谷亮，西﨑直人，志村直

人，大日方薫，清水俊明.

二次性夜尿症を契機にBasedow病の診断に至った1例. 日本小児泌尿器科学会雑誌,2022;31:89-93.

和文症例報告 16

丸山和隆，草野晋平，藤原恵，谷口明徳，石橋武士，富田

理，藤村純也，鈴木まりお，近藤聡英，清水俊明.

大量化学療法と放射線治療後の再発に,再手術および再照射と

Bevacizumab投与を行ったEmbryonal tumor with 

Multilayered Rosettesの2例.

日本小児血液・がん学会雑誌,2022;59:304-308.

和文症例報告 17
飯坂建太，神保圭佑，細井賢二，越智崇徳，山高篤行，清

水俊明.

急性消化管出血を合併し腸管切除により止血し得た小腸型

Crohn病の1例.

小児科臨床,2022;75:90-94.

和文症例報告 18
岩原可名人，西﨑直人，織田敦子，鈴木光幸，草野弘宣，

谷川健，鹿毛政義，大日方薫，岡崎任晴，清水俊明.

胆汁うっ滞型肝障害を契機に肝内胆管低形成および膵・胆管合

流異常症と診断した超低出生体重児の１例.

小児科臨床,2022;75:365-370.

和文症例報告 19
齊藤寛貴，金成彌，鈴木光幸，平井沙依子，長尾梓，山崎

崇志，清水俊明.

下肢矯正装具による内股歩行の治療中に異なる基礎疾患が判明

した2例.

小児科臨床,2022;75:1-5.

和文症例報告 20
佐藤望，櫻谷浩志，遠藤周，宮野洋希，齊藤真人，神保圭

佑，大友義之，清水俊明.

両側低形成腎と共にPR3-ANCA陽性を認め治療により腎機能悪

化を防ぎえた一例.

日本小児腎不全学会雑誌,2022;42:155-158.
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国内学会発表 1
井上幹大，齋藤武，村越孝次，水落健輝，清水俊明，新井

勝大．

日本小児炎症性腸疾患レジストリ研究報告 手術症例の検討． 第59回日本小児外科学会学術集会，東京．2022.5.20

国内学会発表 2
大山昇一，峯真人，長嶋完二，高橋昭彦，渡辺章充，山本

重則，鈴鹿隆久，小寺浩司，小林敏宏，豊川達記.

小児科診療所に小児在宅医療への参加を促すための日本小児科

医会の取り組み.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.17

国内学会発表 3

内藤朋巳，大山 昇一，井上久美子，萩尾真理，岩丸良子，

西﨑淑美，宮澤陽美，伊藤正範，齊藤真人，中道伸彰，乃

木田正俊.

2019年から2021年の当院におけるRSウイルス感染症入院患者の

検討.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

国内学会発表 4
志村直人，関口早紀，五十嵐鮎子，赤塚祐介，中野沙季，

本庄明日香，成田 知聡.

多職種連携•病診連携が奏効した8歳高度肥満児. 江戸川区医師会小児育成保健委員会 症例報告会，東

京.2022.11.25

国内学会発表 5

Yanagi K, Sato M, Hidai T, Omata M, Satou K, 

Yamamori M, Igarashi A, Aoki T, Iida T, Tanaka R, 

Kantake M, Baba Y, Miyabayashi K, Nomura I, Yoshida 

K, Ohya Y, Matsubara Y, Kaname T.

Whole genome sequencing resolved a whole exome 

negative patient with congenital ichthyosis and severe 

atopic dermatitis.

日本人類遺伝学会第67回大会，横浜.2022.12.17

国内学会発表 6
中澤友幸，丸山和隆，鳥海俊，八木澤裕美，村野弥生，宮

崎菜穂．

豊島病院小児科におけるCOVID-19対応のまとめ． 第26回板橋区医師会医学会，東京.2022.12.3



国内学会発表 7

南部隆亮，新井勝大，工藤孝広，村越孝次，国崎玲子，水

落建輝，加藤沢子，熊谷秀規，井上幹大，石毛崇，齋藤

武，野口篤子，吉年俊文，萩原真一郎，岩田直美，西亦繁

雄，角田文彦，田尻仁，日衛嶋栄太郎，戸板成昭， 望月貴

博，清水泰岳，岩間達，平野友梨，清水俊明，日本小児

IBDレジストリ研究グループ．

日本小児IBDレジストリ研究2022　重症小児UCの治療と予後． 第22回日本小児IBD研究会, Web開催.2022.2.6

国内学会発表 8
金兼弘和，小野真太郎，加藤元博，神谷尚宏，星野顕宏，

柳町昌克，新井勝大，竹内一朗，森尾友宏．

XIAP欠損症に合併した炎症性腸疾患は同種造血細胞移植に

よって根治しうる．

第22回日本小児IBD研究会, Web開催.2022.2.6

国内学会発表 9

西田大恭，国崎玲子，東大輔，角田翔太郎，谷口勝城，藤

井紘大，木村英明，竹内一朗，新井勝大，明本由衣，前田

愼．

ウステキヌマブで改善がえられたIL-10受容体遺伝子異常症疑い

例．

第22回日本小児IBD研究会, Web開催.2022.2.6

国内学会発表 10
横尾実華子，野村智実，竹内一朗，清水泰岳，福井里江，

新井勝大．

超早期発症型炎症性腸疾患児を育てる母親の体験およびエンパワ

メントされていく過程に関するインタビュー研究．

第22回日本小児IBD研究会, Web開催.2022.2.6

国内学会発表 11
土屋茉里絵，橋本玲奈，新井勝大，吉田和恵． 潰瘍性大腸炎に対してベドリズマブ投与中の女児に生じた乾癬様

皮疹の1例．

第121回日本皮膚科学会総会，京都.2022.6.2

国内学会発表 12
清水泰岳，新井勝大，水落建輝，虻川大樹，清水俊明． 小児栄養消化器肝臓領域のガイドライン・診療指針の現状 小児ク
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討.
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月寿子，田中登，松井こと子，鈴木光幸，髙橋健，稀代雅

彦，宮﨑彩記子，山科俊平，清水俊明.

28歳で肝細胞癌を発症したFontan associated liver disease

（FALD）の1例.

第23回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会，福

岡.2022.1.8
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福永英生，鈴木光幸，山科俊平. Fontan associated liver disease（FALD）の小児・成人移

行期医療の現状と課題.
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Fontan associated liver disease(FALD)の小児・成人移行

期医療の現状と課題.

第58回日本小児循環器学会総会・学術集会, ハイブリッド開催
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福永英生，西山樹，佐藤浩之，佐藤恵也，井福真友美，磯

武史，松井こと子，田中登，大澤翔太，林英守，関田学，清

水俊明.

CARTOを用いたopen window mappingは 小児Wolff-

Parkinson-White症候群に有効か？.

第26回日本小児心電学会，大阪.2022.11.11
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福永英生，西山樹，松本紘毅，黒田俊介，飯嶋賢，林英

守，関田学，大澤翔太，清水俊明.

小児Wolff-Parkinson-White症候群へのopen window 

mappingを用いた治療戦略.

日本小児心電学会カテーテルアブレーション関連秋季大会2022，

新潟.2022.11.25
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岩崎友弘，中村明雄，三友聡美，細澤麻里子，東海林宏

道，清水俊明.

退院時に医療的ケアが必要であったNICU入院児のフォローアップ体

制の検討.

第48回ハイリスク児フォローアップ研究会，東京.2022.9.11

国内学会発表 65
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検討.
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Malone S, Scheffer IE, Adams DR, Gahl WA, Malicdan 

MCV, Raymond KM, Freeze HH, Wolfe LA.

Clinical, biochemical and genetic characteristics of 
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glycosylation.

日本人類遺伝学会第67回大会，横浜.2022.12.17

〇
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小児好酸球性消化管疾患の消化管内視鏡所見における検討 多
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新井喜康，吉村良子，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真教，宮田

恵理，神保圭佑，工藤孝広，大塚宜一， 清水俊明.

小児期の機能性ディスペプシアと H. pylori 感染症との関連性の
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国内学会発表 70

幾瀨圭，福田茂孝，遠藤佳子，日比生武蔵，戸田方紀，柏
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小児・若年者のH.pylori 感染の現状と対応　小児期にも
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小児におけるHelicobacter pylori 抗菌薬耐性率と耐性化因子
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藤孝広，清水俊明.

H. pylori 感染を伴う機能性ディスペプシアへの除菌療法の有効

性.
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早産児における新生児・乳児消化管アレルギーの検討. 第66回日本新生児成育医学会・学術集会，横

浜.2022.11.24
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について: CYP7B1欠損マウスを用いた検討.
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明.
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療戦略.
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櫻谷浩志，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大貫裕太，藤

永周一郎.

ステロイド感受性ネフローゼ症候群の再発時PSL開始量は40mg/

日と60mg/日で予後に差はない.

第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖
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造血幹細胞移植後に膜性腎症によるネフローゼ症候群を発症した

2歳女児.
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3歳児検尿を契機に診断されたSMARCAL１遺伝子変異による軽
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集学的治療を要した巣状分節性糸球体硬化症(collapsing バリ

アント)の乳児例.
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ステロイド依存性ネフローゼ症候群に対するシクロホスファミド後のミゾ

リビン後療法の有効性の予測因子の検討.
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国内学会発表 88
村越由佳，櫻谷浩志，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大
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造血幹細胞移植後に膜性腎症によるネフローゼ症候群を発症した

2歳女児例.
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永周一郎.

長期寛解後に再発した小児ネフローゼ症候群の再発後長期経過. 第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖

縄）.2022.5.28
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軽度の無症候性蛋白尿で発見されたWT1遺伝子異常の11歳女

児例.
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村越由佳，遠藤翔太，櫻谷浩志，横田俊介，権田裕亮，森

貞直哉，野津寛大，藤永周一郎.

網膜色素変性症を契機に診断され急速に末期腎不全に至った

WDR19遺伝子変異によるネフロン癆の乳児例.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.8
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富田理，藤原恵，谷口明徳，石橋武士，栗本朋子，寺尾梨

江子，高田オト，藤村純也，清水俊明.

再発B細胞性白血病に対する骨髄移植の１年半後に血栓性微

小血管症を発症し腎不全に至った男児例.

第44回日本造血・免疫細胞療法学会総会, ハイブリッド開催（横

浜）.2022.5.14
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富田理，藤原恵，谷口明徳，石橋武士，幾瀨圭，安部信

平，池野充，久田研，藤村純也，清水俊明.

CBL遺伝子の生殖細胞変異を認めた先天性若年性骨髄単球性

白血病の1例.

第64回小児血液・がん学会学術集会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.11.25
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仲川真由，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大貫裕太，櫻

谷浩志，村上仁彦，藤永周一郎.

ステロイドパルス療法後のC3腎症における長期の臨床病理学的検

討.

第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖
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齋藤佳奈子，仲川真由，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，

大貫裕太，村上仁彦，藤永周一郎.

早期のステロイドパルス療法のシクロスポリン導入にも関わらず尿蛋

白が持続したネフローゼ発症の紫斑病性腎炎の3歳女児.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15
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横田俊介，仲川真由，遠藤翔太，権田裕亮，櫻谷浩志，野

津寛大，藤永周一郎.

同胞に KLHL3 遺伝子の新規ヘテロ接合体変異があり新生児期

に高カリウム血症を発見し得た1 例.
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萎縮性甲状腺炎を合併した全身性エリテマトーデスの1例. 第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡
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ての検討.
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明日香，稲毛英介，馬場洋介，工藤孝広，大塚宜一，清水

俊明.

みかんと美生柑の摂取後に発症した食物依存性運動誘発アナフィ

ラキシーの1例.

第59回日本小児アレルギー学会学術大会, ハイブリッド開催（那
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仁.

小児慢性C型肝炎に対する抗ウイルス療法の治療成績と長期予後

－縦断的観察研究 第二報－.

第49回日本小児栄養消化器肝臓学会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.10.1

国内学会発表 103
中野聡，鈴木光幸，武井一，入戸野博，三原田賢一. 母胎における27-hydroxylase活性は胎仔肺の発生に必須であ

る.

第43回胆汁酸研究会，つくば.2022.12.10

国内学会発表 104
小西健一郎，中野聡，戸川貴夫，今川和生，鹿毛政義，草

野弘宣，入戸野博，林久允.

小児期発症の胆汁うっ滞性肝疾患を対象とした多施設前向きレジ

ストリ研究(CIRCLe).

第49回胆道閉鎖症研究会，東京.2022.12.3

国内学会発表 105

宮田恵理，遠藤佳子，神保圭佑，柏木項介，永田万純，丸

山起三子，伊藤夏希，徳島香央里，新井喜康，関口玲子，

工藤孝広，清水俊明.

食物蛋白誘発胃腸症におけるクラスター分類と腹部超音波検査上

の責任病変との比較.

第49回日本小児栄養消化器肝臓学会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.9.30

国内学会発表 106
山本陽子，竹内一朗，清水泰岳，藤川皓基，宮田恵理，新

井勝大．

診断と重症度の評価に小腸カプセル内視鏡が有用であった腸リンパ

管拡張症の3例．

第18回日本消化管学会総会学術集会，ハイブリッド開催（東

京）.2022.2.12

国内学会発表 107
谷口明徳，藤原恵，石橋武士，富田理，栗本朋子，寺尾梨

江子，高田オト，藤村純也，清水俊明.

治療終了後もインスリン治療を要したBCP-ALL思春期女子例. 第13回日本炎症性腸疾患学会学術集会，ハイブリット（大

阪）.2022.11.26

国内学会発表 108
由利麻衣子，堀内裕紀，山本剛正，谷口明徳，藤村純也，

佐藤尚武，脇田満，三井田孝，田部陽子.

形態学的に2種類の芽球を認めフローサイトメトリー検査で急性白

血病と診断できた1例.

第69回日本臨床検査医学会学術集会, ハイブリッド開催，栃

木.2022.11.19



国内学会発表 109
渡邊晶子，木村寛太郎，高橋誉弘，高岡優里，岩原可名

人，谷本亮輔，伊藤夏希，粟田健太郎，大川夏紀.

低血糖の管理UP DATE　～新生児室での血糖測定プロトコール

について～.

第49回東部周産期研究会，Web開催.2022.12.22

国内学会発表 110
磯武史，髙橋誉弘，加護祐久，若月寿子，田中登，原田真

菜，松井こと子，福永英生，稀代雅彦，清水俊明.

高いCVPが関与したと考えられた蛋白漏出性胃腸症を発症した非

Fontan循環の1例.

第58回日本小児循環器学会総会・学術集会, ハイブリッド開催

（札幌）.2022.7.21

国内学会発表 111

井福真友美，佐藤恵也，磯武史，若月寿子，原田真菜，田

中登，松井こと子，福永英生，稀代雅彦，中西啓介，清水俊

明.

先天性心疾患に血液腫瘍を合併した21トリソミー児に対する治療

戦略.

第58回日本小児循環器学会総会・学術集会, ハイブリッド開催

（札幌）.2022.7.22

国内学会発表 112
丘逸宏，山崎晋，柳崎紀子，鈴木恭子，大友義之，深井達

夫.

インフルエンザワクチンを契機に再燃しアダリムマブにより寛解を得られ

た膿疱性乾癬の女児例.

第46回日本小児皮膚科学会学術集会，浦安.2022.7.2

国内学会発表 113

齊藤真人，乃木田正俊，中道伸彰，伊藤正範，西﨑淑美，

岩丸良子，萩尾真理，宮澤陽美，井上久美子，内藤朋巳，

大山昇一.

成人移行期Down症候群の COVID-19肺炎中等症の1例. 第186回日本小児科学会埼玉地方会，ハイブリッド開催（さいた

ま）.2022.2.13

国内学会発表 114
佐藤真教，時田万英，立花奈緒，工藤孝広，清水俊明，細

井賢二.

当院におけるCrohn病の肛門病変の検討. 第49回日本小児栄養消化器肝臓学会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.10.1-2.

国内学会発表 115
吉田登，清水俊明. てんかん患者におけるバルプロ酸が血清カルニチン濃度に与える影

響.

第64回日本小児神経学会学術集会，ハイブリッド開催（高

崎）.2022.6.3

国内学会発表 116
吉田 登，趙旭陽，田中聡久. 機械学習によるヒプスアリスミア定量化. 第55回日本てんかん学会学術集会，仙台.2022.9.21

国内学会発表 117

秋本智史，福永英生，田中 登，西山樹，加護祐久，秋谷

梓，井福真友美，磯武史，細野優，若月寿子，松井こと子，

髙橋健，秋元かつみ，稀代雅彦，清水俊明.

当院におけるQT延長症候群の背景と学校心臓検診における問診

の重要性.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

国内学会発表 118
秋本智史，髙橋健，秋谷梓，磯武史，細野優，谷口明徳，

重光幸栄，富田理，藤村純也，清水俊明.

小児から若年成人の心筋仕事係数の正常値と小児がん生存者と

の比較.

第33回日本心エコー図学会学術集会, 鳥取.2022.4.8-9

国内学会発表 119
秋本智史，山﨑晋，岩崎友弘，寒竹正人，清水俊明. ベッドサイドモニタ心電図を用いた新生児の心拍変動解析-a pilot 

study-.

第58回日本周産期・新生児医学会学術集会，ハイブリッド開催

（横浜）.2022.7.10

国内学会発表 120
秋本智史，髙橋健，赤塚祐介，佐藤恵也，佐藤浩之，西山

樹，加護祐久，秋谷梓，福永英生，清水俊明.

ベッドサイドモニタ心電図を用いた新生児の心拍変動解析-a pilot 

study-.

第58回日本小児循環器学会総会・学術集会, ハイブリッド開催

（札幌）.2022.7.21-23

国内学会発表 121

秋本智史，髙橋健，服部万里子，赤塚祐介，室田直紀，上

野梨子，佐藤恵也，佐藤浩之，西山樹，加護祐久，秋谷

梓，山﨑晋，岩崎友弘，寒竹正人，清水俊明.

ベッドサイドモニタ心電図を用いた早産児・正期産児の心拍変動解

析とその経時的変化.

第75回日本自律神経学会総会，埼玉.2022.10.27-28

国内学会発表 122

秋谷梓，髙橋健，赤塚祐介，佐藤浩之，佐藤恵也，加護祐

久，秋本智史，細野優，福永英生，秋元かつみ，稀代雅彦，

中西啓介，川﨑志保理，清水俊明.

複雑先天性心疾患術後患者における非線形解析を用いた心拍変

動解析の有用性.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

国内学会発表 123

秋谷梓，高橋健，赤塚祐介，佐藤浩之，佐藤恵也，秋本智

史，細野優，福永英生，秋元かつみ，稀代雅彦，清水俊明.

重症心身障害児の気道管理における内視鏡検査の有用性. 第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.17

国内学会発表 124

秋谷梓，髙橋健，赤塚祐介，佐藤浩之，佐藤恵也，加護祐

久，秋本智史，細野優，福永英生，秋元かつみ，稀代雅彦，

中西啓介，川﨑志保理，清水俊明.

複雑先天性心疾患術後患者における非線形解析を用いた心拍変

動解析の有用性.

第58回日本小児循環器学会総会・学術集会, ハイブリッド開催

（札幌）.2022.7.22

国内学会発表 125

新井喜康，神保圭佑，遠藤佳子，日比生武蔵，戸田方紀，

丸山起三子，永田万純，柏木項介，徳島香央里，伊藤夏

希，時田万英，吉村良子，丘逸宏，佐藤真教，関口玲子，

宮田恵理，幾瀨圭，工藤孝広，清水俊明．

初回の生物学的製剤としてUstekinumabを選択したCrohn病例

に関する検討．

第22回日本小児IBD研究会, Web開催.2022.2.6

国内学会発表 126

新井喜康，神保圭佑，柏木項介，伊藤夏希，徳島香央里，

佐藤真教，宮田恵理，藤村純也，工藤孝広，清水俊明．

化学療法に伴う急性膵炎に上腸管脈動脈症候群を合併した1

例．

第58回日本小児放射線学会学術集会, ハイブリッド開催(浦

安).2022.6.3



国内学会発表 127

新井喜康，神保圭佑，明本由衣，角田文彦，吉田正司，清

水泰岳，倉沢伸吾，萩原真一郎，垣内俊彦，工藤孝広，中

山佳子，新井勝大，清水俊明．

小児好酸球性消化管疾患の消化管内視鏡所見についての検

討．

第59回日本小児アレルギー学会学術大会, ハイブリッド開催（那

覇）.2022.11.13

国内学会発表 128
権田裕亮，西﨑直人. 思春期・若年成人の夜尿症患者に対する当院のアプローチ. 第31回日本小児泌尿器科学会学術集会, 東京.2022.7.21

国内学会発表 129
権田裕亮，鈴木大樹，横田俊介，遠藤翔太，櫻谷浩志，藤

永周一郎.

FGF23関連低リン血症をきたした重度の貧血を伴うループス腎炎の

9歳女児.

第43回日本小児体液研究会，Web開催.2022.8.20

国内学会発表 130
権田裕亮，西﨑直人，林昴彦，宮野剛，岡﨑任晴，大日方

薫.

それぞれの児に多嚢胞性異形成腎を認めた二絨毛膜二羊膜性双

胎の早産児例.

第31回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会，東

京.2022.7.22

国内学会発表 131
権田裕亮，西﨑直人. 思春期・若年成人の夜尿症患者に対する当院のアプローチ. 第31回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会，東

京.2022.7.22

国内学会発表 132
権田裕亮，鈴木大樹，横田俊介，遠藤翔太，櫻谷浩志，藤

永周一郎.

インスリンを併用しながらステロイド治療を継続したステロイド糖尿病

合併の急性尿細管間質性腎炎の14歳女子.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.8

国内学会発表 133
横田俊介，遠藤翔太，権田裕亮，櫻谷浩志，藤永周一郎. NS-AKIで透析導入したがリツキシマブ併用により完全寛解した

collapsing FSGSの乳児例.

第52回日本腎臓病学会東部学術集会，東京.2022.10.22

国内学会発表 134
横田俊介，遠藤翔太，権田裕亮，櫻谷浩志，藤永周一郎. CCPDから4か月後に交通性陰嚢浮腫を発症した18歳男児例. 第35回小児PD/HD研究会，静岡.2022.10.29

国内学会発表 135
遠藤翔太，横田俊介，権田裕亮，櫻谷浩志，藤永周一郎，

森貞直哉，野津寛大，飯島一誠.

著明な高血圧を呈し乳児期に急速に末期腎不全に至ったSenior-

Loken症候群の1例.

第35回小児PD/HD研究会，静岡.2022.10.29

国内学会発表 136
武政洋一，平野大志，遠藤翔太，横田俊介，権田裕亮，櫻

谷浩志，藤永周一郎.

小児期発症特発性ネフローゼ症候群におけるシクロスポリン投与後

の成人期再発とCKD移行の危険因子.

第16回埼玉腎膠原病研究会，浦和.2022.11.18

国内学会発表 137
鈴木大樹，遠藤翔太，横田俊介，権田裕亮，櫻谷浩志，藤

永周一郎.

ネフローゼ症候群で発症したループス腎炎Ⅳ＋V型の女児. 第16回埼玉腎膠原病研究会，浦和.2022.11.18

国内学会発表 138
青山周平，横田俊介，遠藤翔太，権田裕亮，櫻谷浩志，藤

永周一郎.

COVID19感染後に肉眼的血尿が持続し急性腎障害を呈した

IgA腎症の12歳男児.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.8

国内学会発表 139

遠藤翔太，横田俊介，権田裕亮，櫻谷浩志，森貞直哉，野

津寛大，藤永周一郎.

高度蛋白尿と巣状分節性糸球体硬化（FSGS）病変を認めた

TTC21B遺伝子変異によるネフロン癆関連ciliopathyの6歳女児.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.8

国内学会発表 140
武政洋一，鈴木大樹，遠藤翔太，権田裕亮，横田俊介，櫻

谷浩志，藤永周一郎.

透析を要した非遺伝性巣状分節性糸球体硬化症（Collapsing 

variant）の11か月男児.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.8

国内学会発表 141
齋藤佳奈子，横田俊介，遠藤翔太，権田裕亮，櫻谷浩志，

藤永周一郎.

検尿異常指摘から2年後に肉眼的血尿と腎障害で診断された顕

微鏡的多発血管炎の女児例.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.9

国内学会発表 142
中村明雄，遠藤周，永田桜子，株木優，平松直子，中村果

歩，春名英典，清水俊明.

発達特性を持つ5歳男児に対して有用だった入院支援と研修医教

育の試み.

第69回日本小児保健協会学術集会, ハイブリット開催（三

重）.2022.6.25

国内学会発表 143
中村果歩，齋藤雪香，阿部華子，松田明奈，水谷亮，西﨑

直人，大日方薫，岡崎任晴，東海林宏道，清水俊明.

吸気性喘鳴を契機に先天性喉頭蓋嚢胞と診断した新生児例. 第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

国内学会発表 144
藤原恵，谷口明徳，石橋武士，富田理，栗本朋子，寺尾梨

江子，高田オト，藤村純也，清水俊明.

末梢挿入型中心静脈カテーテル(PICC)が抜去困難となった5歳男

児例.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

国内学会発表 145

久末元樹，堀内裕紀，由利麻衣子，山本剛正，藤原恵，谷

口明徳，藤村純也，脇田満，佐藤尚武，田部陽子，三井田

孝.

頸部リンパ節腫脹により造血器疾患が疑われたSTIL-TAL I融合

遺伝子陽性T-ALLの1症例.

第32回日本フローサイトメトリー学会学術集会, Web開

催.2022.5.28



国内学会発表 146

山田啓迪，亀井杏菜，貝谷綾子，小嶋まゆき，米山俊之，田

中裕子，山﨑晋，稲毛英介，馬場洋介，前原明絵，安藤智

暁，伊沢久未，工藤孝広，大塚宜一，北浦次郎，清水俊明.

皮膚の黄色ブドウ球菌デルタトキシンは経皮感作による食物アレル

ギーの発症を促進する.

第59回日本小児アレルギー学会学術大会, ハイブリッド開催（那

覇）.2022.11.13

国内学会発表 147
株木優，山田啓迪，幾瀨圭，菅沼広樹，久田研，清水俊明. 新生児・乳児消化管アレルギーにおける正期産児と早産児の臨床

経過の比較.

第59回日本小児アレルギー学会学術大会, ハイブリッド開催（那

覇）.2022.11.12

国内学会発表 148
山本里彩，亀井杏菜，伊沢久未，安藤智暁，山田啓迪，小

嶋まゆき，貝谷綾子，中野信浩，清水俊明，北浦次郎.
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晃也，笠原群生，谷川健，草野弘宣，林久允，鈴木光幸，

清水俊明.

生体肝移植術後に下痢症状が出現したPFIC5の1例. 第54回武蔵野小児肝臓懇話会，東京.2022.12.6

国内学会発表 277

齊藤寛貴，西﨑直人，町元菜紗，西田江璃子，齋藤雪香，

眞弓怜奈，米山俊之，齊藤真人，髙橋健，大川夏紀，清水

俊明.

妊娠を契機に筋強直性ジストロフィーと診断された母体より出生した

早産児の3例.

第37回千葉県周産期新生児研究会，浦安.2022.12.11

国内学会発表 278
佐藤望，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大貫裕太，櫻谷

浩志，藤永周一郎.

学校検尿異常後の肉眼的血尿を契機に診断に至った顕微鏡的多

発血管炎の9歳女児例.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

国内学会発表 279
佐藤望，森下俊真，遠藤翔太，武政洋一，大貫裕太，櫻谷

浩志，藤永周一郎.

高度蛋白尿を呈した小児IgA腎症重症例に対する扁摘パルス療

法の有効性と安全性の検討.

第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖

縄）.2022.5.28

国内学会発表 280
佐藤望，宮野洋希，水谷亮，仲川真由，大友義之，清水俊

明.

再発時の寛解導入にあたって多彩な合併症への対応を要したステロ

イド抵抗性ネフローゼ症候群の1例.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.8

国内学会発表 281

高岡優里，馬場洋介，鳥海俊，石田翔二，江原尚弘，大石

賢司，宮林和紀，小嶋まゆき，山田啓迪，米山俊之，山﨑

晋，本庄明日香，稲毛英介，大塚宜一，清水俊明.

小児のアレルギー患者における,新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)

抗体保有状況の後方視的研究.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

国内学会発表 282
谷本亮輔，宮野洋希，戸田方紀，辻脇篤史，庄野哲夫，清

水俊明.

腹部超音波検査が器質的疾患の診断に有用であった非単一症候

性夜尿症の2例.

第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.9

国内学会発表 283

日比生武蔵，神保圭佑，遠藤佳子，丸山起三子，伊藤夏

希，新井喜康，幾瀨圭，越智崇徳，工藤孝広，明本由衣，

山高篤行，清水俊明.

VEO-IBDと鑑別を要した食物蛋白誘発胃腸症に腸管穿孔を合

併した1例.

第49回日本小児栄養消化器肝臓学会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.10.1

国内学会発表 284

日比生武蔵，新井喜康，神保圭佑，福田茂孝，遠藤佳子，

柏木項介，永田万純，丸山起三子，徳島香央里，佐藤真

教，関口玲子，宮田恵理，工藤孝広，清水俊明.

直腸周囲膿瘍の治療方針決定に経会陰超音波検査による

Point-of-care ultrasound(POCUS)が有用であったCrohn病の

1例.

第7回日本小児超音波研究会，Web開催.2022.11.20

国内学会発表 285
日比生武蔵，小嶋まゆき，瀧栄志郎，草場香菜子，松本孝

子，坂口慶太.

ふらつきを主訴に受診した3歳男児例. 令和4年度東京医師アカデミー小児科シニアレジデント発表会，

Web開催.2022.12.13

国内学会発表 286

藤井明日香，権田裕亮，冨田紗也佳，阿部華子，眞弓怜

奈，深江俊愛，水谷亮，西﨑直人，惠畑優，岡崎任晴，大

日方薫.

気道閉塞をきたした新生児咽頭奇形腫の一例. 第221回日本小児科学会千葉地方会，ハイブリット開催（千

葉）.2022.2.20



国内学会発表 287
松田慎平，池田奈帆，齊藤寛貴，矢賀部彩音，高岡優里，

西田江璃子，伊藤夏希，西山樹，大川夏紀.

見逃してはいけない新生児のSOS ～先天性感染症編～. 第47回東部周産期研究会, Web開催.2022.2.24

国内学会発表 288
松田慎平，池野充，安部信平，北村裕梨，江口英孝，清水

俊明.

PACS2遺伝子のヘテロ接合性ミスセンス変異による乳児期早期て

んかん性脳症の1例.

第64回日本小児神経学会学術集会，ハイブリッド開催（高

崎）.2022.6.2-6.5

国内学会発表 289
松田慎平，島田姿野，冨田紗也佳，谷本亮輔，石田翔二，

江原尚弘，宮林和紀，馬場洋介.

左眼瞼下垂から重症筋無力症が疑われた1歳8か月の男児例. 第78回静岡小児神経研究会，Web開催.2022.11.26

国内学会発表 290
松田慎平，島田姿野，冨田紗也佳，谷本亮輔，石田翔二，

江原尚弘，宮林和紀，馬場洋介．

交代性眼瞼下垂で発症し診断的治療を行った若年性重症筋無

力症疑いの一例.

第78回静岡小児神経研究会，ハイブリッド開催（静

岡）.2022.11.26

国内学会発表 291
矢賀部彩音，池田奈帆，齋藤寛貴，西田江璃子，大川夏

紀，東海林宏道，清水俊明.

未診断のフィブリノゲン低下症母体から出生し、周産期管理に難渋

した新生児例.

第58回日本周産期・新生児医学会学術集会，ハイブリッド開催

（横浜）.2022.7.11

国内学会発表 292
矢賀部彩音，谷口明徳，藤原恵，石橋武士，富田理，栗本

朋子，寺尾梨江子，高田オト，藤村純也，清水俊明.

筋肉内出血から診断に時間を要した血友病Aに対してエミシズマブ

を使用した乳児例.

第64回小児血液・がん学会学術集会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.11.25

国内学会発表 293
木村寛太郎，真弓怜奈，権田裕亮，西﨑直人，福永英生，

織田久之，中西啓介，髙橋健.

総肺静脈還流異常症の診断における3D-CTの有用性と注意点. 第58回日本小児放射線学会学術集会, ハイブリッド開催（浦

安）.2022.6.4

国内学会発表 294

高橋誉弘，田中登，佐藤恵也，井福真友美，磯武史，松井

こと子，福永英生，髙橋健，稀代雅彦，中西啓介，清水俊

明.

乳児期に根治術を施行された左右短絡心疾患における術前AVT

適応と術後肺高血圧の予後.

第58回日本小児循環器学会総会・学術集会, ハイブリッド開催

（札幌）.2022.7.21

国内学会発表 295

髙橋誉弘，緒方公平，薮内彩乃，原田匠，村井裕香，石嶺

里枝，富田彩香，森谷菜央，田中章太，平林将明，斉藤敬

子，荒井博子，日根幸太郎，増本健一，与田仁志.

心室中隔欠損症を合併した超低出生体重児7例の臨床像と手術

時期についての検討.

第66回日本新生児成育医学会・学術集会，横

浜.2022.11.25

国内学会発表 296

田畑恭輔，若月寿子，佐藤恵也，井福真友美，磯武史，重

光幸栄，田中登，原田真菜，松井こと子，福永英生，稀代雅

彦，中西啓介，川﨑志保理，林大久生，清水俊明.

リウマチ性弁膜症の急性憎悪と考えられた9歳女児. 第678 回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.1.8

国内学会発表 297

田畑恭輔，丘逸宏，飯坂建太，井神健太，荘光優里，加藤

芽美，滝口真未，遠山雄大，秋本智史，吉田登，辻脇篤

志，仲川真由，岩崎友弘，鈴木恭子，寒竹正人，大友義之.

典型的な皮膚病変を呈し膿疱性乾癬と診断した女児例. 第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

国内学会発表 298
田畑恭輔，仲川真由，水谷亮，大友義之. 学校検尿で潜血陽性を指摘され早期発見しえた肺出血を伴う顕

微鏡的多発血管炎の15歳女子例.

第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖

縄）.2022.5.27

国内学会発表 299
冨田紗也佳，権田裕亮，林昂彦，水谷亮，西﨑直人，大友

義之，大日方薫，清水俊明.

それぞれに片側多嚢胞性異形成腎を認めた二絨毛膜二羊膜性双

胎早産児例.

第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖

縄）.2022.5.27

国内学会発表 300
冨田紗也佳，権田裕亮，林昂彦，水谷亮，西﨑直人，大友

義之，大日方薫，清水俊明.

それぞれに片側多嚢胞性異形成腎を認めた二絨毛膜二羊膜性双

胎早産児例.

第58回日本小児放射線学会学術集会, ハイブリッド開催（浦

安）.2022.6.4

国内学会発表 301
冨田紗也佳，松田慎平，島田姿野，秋庭崇人，谷本亮輔，

石田翔二，江原尚弘，宮林和紀，馬場洋介.

静岡県東部におけるCOVID-19関連痙攣の臨床的特徴. 第47回静岡県小児保健協会学術集会, Web開

催.2022.12.11

国内学会発表 302

成田知聡，三森愛美，松村優子，新井喜康，中村明雄，稲

毛英介，神保圭佑，遠藤周，安部信平，鈴木光幸，尾崎理

恵，春名英典，田久保憲行，清水 俊明.

原発性無月経を契機に診断されたテストステロン低値を伴う46,XY

性分化疾患の社会的女子の1例.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

国内学会発表 303
成田知聡，谷本亮輔，松田慎平，石田翔二，江原尚弘，宮

林和紀，島田姿野，馬場洋介.

乳児用調整粉乳および固形卵黄によって生じた食物蛋白誘発胃

腸炎の1例.

第154回日本小児科学会静岡地方会，静岡.2022.6.12

国内学会発表 304

成田知聡，三森愛美，西村拓朗，滝口真未，松村優子，志

村和浩，神保圭佑，尾崎理恵，春名英典，鳴海覚志，田久

保憲行，石井智弘，長谷川奉延，清水俊明.

原発性無月経を契機に診断されたSRY遺伝子異常症の15歳社

会的女性の1例.

第55回日本小児内分泌学会学術集会，ハイブリッド開催（横

浜）.2022.11.1



国内学会発表 305
成田知聡，関口早紀，五十嵐鮎子，赤塚祐介，中野沙季，

本庄明日香，志村直人.

先天性喘鳴をきたした喉頭軟化症の2症例. 江戸川区医師会小児育成保健委員会　症例報告会，東

京.2022.11.25

国内学会発表 306

橋本わかば，稲毛英介，山﨑晋，松本恵，神保圭佑，鈴木光

幸，三森愛美，新井喜康，中村明雄，遠藤周，安部信平，

春名英典，清水俊明.

急性肝炎様の臨床所見で発症したTAFRO症候群. 第680回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.3.12

国内学会発表 307
橋本わかば，福永英生，井福真友美，秋本智史，佐藤恵也，

磯武史，若月寿子，田中登，松井こと子，清水俊明.

新生児期に肺高血圧症を合併した孤立性右側肺動脈欠損の1

例.

第58回日本小児放射線学会学術集会, ハイブリッド開催（浦

安）.2022.6.3

国内学会発表 308
橋本わかば，西村拓朗，丸山和隆，草野晋平，庄野哲夫. Ellsworth-Howard試験によって診断可能であった偽性副甲状

腺機能低下症の1男児例.

第129回日本小児科学会茨城小児科学会，茨城.2022.5.29

国内学会発表 309
福田茂孝，藤原恵，谷口明憲，石橋武士，富田理，栗本朋

子，寺尾梨江子，高田オト，藤村純也，清水俊明.

悪性リンパ腫との鑑別を要した菊池病の1例. 第679 回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.2.19

国内学会発表 310
福田茂孝，遠藤佳子，加藤芽美，神山恵里佳，宮﨑萌香，

宮山千春，海老原慎介，木下恵司.

心筋炎を合併した川崎病の1例. 第188回日本小児科学会埼玉地方会，ハイブリッド開催（川

越）.2022.9.11

国内学会発表 311

福田茂孝，神保圭佑，日比生武蔵，丸山起三子，伊藤夏

希，新井喜康，佐藤真教，関口玲子，宮田恵理，工藤孝

広，柏木項介，清水俊明.

チオプリン製剤による汎血球減少症を呈したヘテロのNUDT15遺伝

子変異を有する潰瘍性大腸炎の1例.

第49回日本小児栄養消化器肝臓学会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.10.1

国内学会発表 312
松本恵，稲毛英介，中林洋介，遠藤明史，横谷進，岩間

達，清水俊明.

小児の静脈麻酔事故症例の実態調査と年齢階級別のリスク解析. 第27回日本小児麻酔学会学術大会，岡山.2022.10.9

国内学会発表 313
松本恵，山﨑晋，稲毛英介，馬場洋介，神保圭佑，鈴木光

幸，春名英典，工藤孝広，清水俊明.

トシリズマブと少量プレドニゾロンにより寛解維持を達成したTAFRO

症候群の１例.

第31回日本小児リウマチ学会総会，ハイブリッド開催（新

潟）.2022.10.15

国内学会発表 314
秋庭崇人，池野充，乃木田正俊，北村裕梨，安部信平，江

口英孝，清水俊明.

Menke-Hennekam症候群とRubinstein-Taybi症候群における

大脳白質病変の検討.

第64回日本小児神経学会学術集会，ハイブリッド開催（高

崎）.2022.6.4

国内学会発表 315

秋庭崇人，田中登，西山樹，佐藤恵也，井福真友美，磯武

史，仲川真由，松井こと子，福永英生，稀代雅彦，藤村友

美，進藤考洋，清水俊明.

尿路感染症を契機に診断された常染色体潜性多発性嚢胞腎に

伴う高血圧性心筋症の乳児例.

第683回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.7.23

国内学会発表 316
秋庭崇人，堀口明由美，菊池健二郎，竹田里可子，平田佑

子，松浦隆樹，小一原玲子，浜野晋一郎.

光刺激による眼球上転を伴うミオクロニー発作を呈し、SCN1A遺伝

子変異が同定された1例.

第55回日本てんかん学会学術集会，仙台.2022.9.20

国内学会発表 317
秋庭崇人，池野充，安部信平，久田研，清水俊明，青木茂

樹.

多彩な画像を呈した鉗子分娩による新生児仮死の１例. 第16回小児神経放射線研究会，京都.2022.10.29

国内学会発表 318

秋庭崇人，松本恵，小嶋まゆき，田中裕子，山田啓迪，米山

俊之，山﨑晋，本庄明日香，稲毛英介，馬場洋介，大塚宜

一，清水俊明.

くるみ摂取歴無く発症した即時型ピーカンナッツアレルギーの幼児例. 第59回日本小児アレルギー学会学術大会, ハイブリッド開催（那

覇）.2022.11.12

国内学会発表 319
石上順平，菅沼広樹，武藤大和，佐藤恵也，山田啓迪，齋

藤暢知，幾瀨圭，池野充，久田研，清水俊明.

胎児期からの甲状腺腫大に対して胎内治療を行った新生児例. 第686回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.12.10

国内学会発表 320

石川仁太朗，水谷亮，佐藤俊介，矢賀部彩音，坂野万里

子，武田翔，室田直紀，上野梨子，宮野洋希，秋本智史，

遠山雄大，丘逸宏，吉田登，宮田恵理，山﨑晋，辻脇篤

志，岩崎友弘，鈴木恭子，寒竹正人，大友義之.

新型コロナウイルスワクチン接種により顕性化したIgA腎症の小児

例.

第682回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.6.11

国内学会発表 321
石川仁太朗，水谷亮，宮野洋希，佐藤望，櫻谷浩志，海野

大輔，大友義之，清水俊明 .

新型コロナウイルスワクチン接種後に肉眼的血尿を呈した小児例. 第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.8

国内学会発表 322
佐藤俊介，山﨑晋，遠山雄大，丘逸宏，吉田登，辻脇篤

志，鈴木恭子，工藤孝広，大友義之，清水俊明.

特発性器質化肺炎の幼児例. 第58回日本小児放射線学会学術集会, ハイブリッド開催（浦

安）.2022.6.3-4

国内学会発表 323
田中寛顕，米山俊之，林昂彦，石川有希美，嶋泰樹，織田

久之，髙橋健，東名怜，林礼人.

乳児血管腫に対するプロプラノロール内服療法の安全性と治療効

果の検討.

第18回日本血管腫血管奇形学会学術集会，浦安.2022.9.16



国内学会発表 324
中村果歩，藤井明日香，林昂彦，宮平憲，阿部華子，牛牧

史子，深江俊愛，石川有希美，嶋泰樹，髙橋健.

2か月の入院加療を要した甲状腺クリーゼ例. 第224回日本小児科学会千葉地方会，ハイブリット開催（千

葉）.2022.2.19

国内学会発表 325
中村果歩，齋藤雪香，阿部華子，松田明奈，水谷亮，西﨑

直人，大日方薫，岡﨑任晴，東海林宏道，清水俊明.

吸気性喘鳴を契機に先天性喉頭蓋嚢胞と診断した新生児例. 第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.17

国内学会発表 326

中村果歩，仲川真由，三森愛美，新井喜康，中村明雄，田

中裕子，稲毛英介，神保圭佑，遠藤周，安部信平，鈴木光

幸，春名英典，清水俊明，眞田幸弘，佐久間康成.

肝移植後の免疫抑薬内服中に発症した腸腰筋膿瘍の1例. 第682回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.6.11

国内学会発表 327
平松直子，水谷亮，阿部華子，松田明奈，西﨑直人，大日

方薫，岡﨑任晴，清水俊明.

低位鎖肛を合併した先天性会陰部脂肪腫の新生児例. 第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

国内学会発表 328
平松直子，齋藤暢知，佐藤浩之，山田啓迪，幾瀨圭，池野

充，菅沼広樹，久田研，清水俊明.

出生直後から血尿を呈し超音波検査で膀胱内腫瘍が疑われた新

生児例.

第681回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.5.14

国内学会発表 329

平松直子，三森愛美，新井喜康，中村明雄，仲川真由，稲

毛英介，神保圭佑，遠藤周，安部信平，鈴木光幸，春名英

典，藤村純也，清水俊明.

SARS-CoV-2 感染により意識障害を呈した 1 例. 第685回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.10.8

国内学会発表 330

町元菜紗，鈴木恭子，阿部華子，松田明奈，眞弓玲奈，深

江俊愛，権田裕亮，米山俊之，水谷亮，嶋泰樹，西﨑直

人，織田久之，藤村純也，新妻隆広，大日方薫，菅野仁，

清水俊明.

乳児早期から重症貧血を呈した遺伝性耐熱奇形赤血球症の一

例.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

国内学会発表 331
町元菜紗，石橋武士，藤原恵，谷口明徳，富田理，栗本朋

子，寺尾梨江子，高田オト，藤村純也，清水俊明.

当院で COVID-19 に罹患した小児がん患者における治療への影

響.

第684回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.9.10

区分 番号 講演者名 講演タイトル 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・

招待講演
1

Shimizu T. Effects of omega-3 fatty acids on  health and disease 

in children.

15th Congress of APPSPGHAN, Kota Kinabalu, Sabah, 

Malaysia .2022.10.13

特別講演・

招待講演
2

Shimizu T. Food sensitive enteropathy-pathophysiology & current 

therapy-.

中日小児科交流Program, Web開催.2022.10.19

特別講演・

招待講演
3

Ohtomo Y. Selected Presentations from ICCS2021. Continence Foundation of Australia Webinar, Victoria, 

Australia.2022.1.25

特別講演・

招待講演
4

Ohtomo Y. Management of nocturnal enuresis and LUTS in 

patients with congenital nephrogenic diabetes 

insipidus (CNDI).

2022 International Children's Continence Society, 

Taipei, Taiwan.2022.12.3

特別講演・

招待講演
5

Ohtsuka Y. The varied manifestations of non-IgE mediated food 

allergy.

Food Allergy Day Asia 2022, APPSPGHAN, Singapore, 

Web開催. 2022.4.30

特別講演・

招待講演
6

Arai K. Role of wireless capsule endoscopy vs small bowel 

enteroscopy in children.

The 1st APPSPGHAN Endoscopy Masterclass and the 

2nd Hands-on Course in Pediatric Therapeutic 

Endoscopy, Bangkok, Thailand.2022.6.2

特別講演・

招待講演
7

Arai K. Use of Capsule endoscopy for pediatric intestinal 

diseases in 2022.

LASPGHAN QUITO 2022, ハイブリッド開催

（Ecuador）.2022.6.3

特別講演・

招待講演
8

Arai K. Development and application of biologics for pediatric 

IBD in Asia.

The 10th Annual Meeting of Asian Organization for 

Crohn's & Colitis, Web開催.2022.6.18

特別講演・

招待講演
9

Arai K. Typical colonoscopy findings for paediatric GI disease. Pre-Congress Workshop

15th Congress of APPSPGHAN, Sabah, 

Malaysian.2022.10.12



特別講演・

招待講演
10

Arai K. Biologics. 15th Congress of APPSPGHAN, Sabah, 

Malaysian.2022.10.14

特別講演・

招待講演
11

Arai K. Trend of pediatric IBD in Japan. Annual Congress of the KSS 2022

74th Congress of The Korean Surgical Society, Seoul, 

Korea.2022.11.3

特別講演・

招待講演
12

清水俊明. 小児におけるピロリ菌検診とその後の除菌（test & treat）の利点

と問題点.

足立区医師会『学校医部学術講演会』，東京.2022.2.17

特別講演・

招待講演
13

清水俊明. 小児IBDの特性と成人診療医へのトランジションの現状と課題. 第22回臨床消化器病研究会，東京.2022.7.30

特別講演・

招待講演
14

清水俊明. プロバイオティクスの小児領域における有用性. 小児消化器疾患セミナー，Web開催.2022.9.15

特別講演・

招待講演
15

清水俊明. 健康スポーツ室のご案内. 第21回順天堂医院：医療連携を共に考える会　学術研修会，

東京.2022.10.15

特別講演・

招待講演
16

大山昇一，林泉彦. 小児科とシーリング～小児科専攻医シーリングの現状と影響～. 第73回関東ブロック小児科医会，Web開催.2022.2.26

特別講演・

招待講演
17

大山昇一. 雇用機会均等法・男女共同参画そして働き方改革合同シンポジウ

ム　日本小児科学会働き方改革WGの取り組み－会員に知ってほ

しいこと－.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

特別講演・

招待講演
18

大山昇一，遠藤明史，中林洋介，儘田光和. 教育講演　小児科医の知っておくべき保険診療の知識 update. 第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

特別講演・

招待講演
19

大山昇一. 小児の保険診療入門～外来診療を中心に～. 順天堂大学小児科　ダイバーシティクラブ，Web開

催.2022.10.26

特別講演・

招待講演
20

大山昇一. 保険診療からみた小児科医の未来. 地域総合小児医療認定医研修会，Web開催.2022.11.3

特別講演・

招待講演
21

大友義之. 診療ガイドラインが新しくなりました～泌尿器科の先生方と考えるデ

スモプレシン製剤の可能性～.

練馬区泌尿器科医会，東京.2022.3.10

特別講演・

招待講演
22

大友義之. 診療ガイドライン２０２１に準拠した夜尿症診療. 相模原小児科医会，相模原.2022.6.15

特別講演・

招待講演
23

大友義之. 新型コロナウイルス感染症を巡る小児の諸問題. 第25回千葉県学校保健学会年次集会，千葉.2022.12.4

特別講演・

招待講演
24

中澤友幸． 豊島病院における小児COVID-19対応のまとめ　第1部：全般的

事項．

第26回豊島病院小児科公開勉強会，東京.2022.10.25

特別講演・

招待講演
25

稀代雅彦. 「小児救急」について. いばらき県央地域連携中枢都市圏事業　健康セミナー，茨

城.2022.12.4

特別講演・

招待講演
26

有井直人. 重症心身障害児者支援における医療から見た現状と課題．栄養

のはなし.

令和3年度在宅重症心身障害児者対応多職種連携研修，伊

東.2022.1.30

特別講演・

招待講演
27

有井直人. 重症心身障害児者支援における医療から見た現状と課題．ダイ

アップとブコラムの使い分け.

令和4年度在宅重症心身障害児者対応多職種連携研修，下

田.2022.11.12

特別講演・

招待講演
28

有井直人. 重症心身障害児者支援における医療から見た現状と課題．ダイ

アップとブコラムの使い分け.

令和4年度在宅重症心身障害児者対応多職種連携研修，伊

東.2022.11.13

特別講演・

招待講演
29

有井直人. 子どもの成長とその障害． 株式会社JCR社内研修会，東京.2022.12.7



特別講演・

招待講演
30

有井直人. 小児のけいれん． 済生会川口総合病院小児の健康教室，川口.2022.12.12～

12.24

特別講演・

招待講演
31

新井勝大． 増加する小児IBDー診療と治療 up dateー． 第47回東日本小児科学会共催セミナー2，横浜.2022.11.23

特別講演・

招待講演
32

新井勝大． 思春期IBD患者へのケアとトランジッション． 第2回愛知IBDセミナー，愛知.2022.1.7

特別講演・

招待講演
33

新井勝大． 思春期IBD患者へのケアとトランジッション． IBD Transition Seminar，Web開催.2022.1.12

特別講演・

招待講演
34

新井勝大． 小児IBD治療と診断． 川崎小児IBDセミナー　～診療科の垣根を越えて～，Web開

催.2022.2.7

特別講演・

招待講演
35

新井勝大． 思春期IBD患者へのケアとトランジション． 小児IBDトランジションWEB講演会，Web開催.2022.2.10

特別講演・

招待講演
36

新井勝大． 小児IBD診療とトランジション． 第8回信濃町IBDコンソーシアム，Web開催.2022.2.26

特別講演・

招待講演
37

新井勝大． 小児低亜鉛血症治療薬としてのノベルジン顆粒への期待． 低亜鉛血症オンライン講演会「ノベルジン効能追加5周年記念講

演会」，Web開催.2022.3.1

特別講演・

招待講演
38

新井勝大． 小児医療から成人医療へ　～移行期ケアの留意点～． IBD Patient Focus Conference，Web開催.2022.3.11

特別講演・

招待講演
39

新井勝大． 現在の小児IBD治療の課題と新規治療選択肢の重要性． CNTO1275PUC3001･CNTO1275CRD3004 Investigator 

Meeting，Web開催.2022.3.18

特別講演・

招待講演
40

新井勝大． 小児IBD疾患に関して、疫学、基本病態、治療法など． 小児IBD疾患に関する研修会，Web開催.2022.3.24

特別講演・

招待講演
41

新井勝大． 成長期IBD患者さんの診療で気を付けたいこと． ≪思春期～成人≫IBD Expert WEBセミナー，Web開

催.2022.3.25

特別講演・

招待講演
42

新井勝大． 思春期IBD患者さんのメンタルケアと診療のポイント． 世田谷区医師会内科医消化器研究会，Web開催.2022.4.8

特別講演・

招待講演
43

新井勝大． 起立性調節障害の新たな治療法と小児の機能性疾患　小児の機

能性消化管疾患．

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.15

特別講演・

招待講演
44

新井勝大． 小児潰瘍性大腸炎について． Pediatric IBD Session With The Expert in Chugoku，広

島.2022.7.7

特別講演・

招待講演
45

新井勝大． 小児低亜鉛血症における亜鉛製剤投与の意義と位置づけ． 低亜鉛血症オンライン講演会，Web開催.2022.7.21

特別講演・

招待講演
46

新井勝大． 小児の炎症性腸疾患． 武田薬品社員向け勉強会，Web開催.2022.8.3

特別講演・

招待講演
47

新井勝大． トランジションについて～最新の潰瘍性大腸炎の治療をふまえて

～．

IBD Session with the expert in 越谷，埼玉.2022.9.14

特別講演・

招待講演
48

新井勝大． IBDの子ども達の輝く未来とJSPGHANの国際化を目指して　～人

生を豊かにする出会い～．

第49回日本小児栄養消化器肝臓学会, ハイブリッド開催（東

京）.2022.10.1

特別講演・

招待講演
49

新井勝大． 思春期IBD患者の治療とトランジション． IBDトランジショナルケア連携セミナー，福岡.2022.10.8



特別講演・

招待講演
50

新井勝大． IBD診療の新時代へ！乳幼児期に発症するIBDに学ぶ！． IBD医療連携ミーティング，埼玉.2022.10.20

特別講演・

招待講演
51

新井勝大． 小児IBDの腸管外合併症と治療． 第4回JIA Expert Meeting in Hokkaido，北海

道.2022.10.22

特別講演・

招待講演
52

新井勝大． AYA世代IBD患者診療においての問題点と対策について考える． IBD Patient Focus Conference，Web開催.2022.10.24

特別講演・

招待講演
53

新井勝大． 好酸球性食道炎の臨床：診断から治療まで． 第59回日本小児アレルギー学会学術大会, ハイブリッド開催（那

覇）.2022.11.13

特別講演・

招待講演
54

新井勝大． Special Situation「小児IBD治療指針はここがポイント」． Kyorin Web Seminar in 2022 ｰ Special Situation＆5-

ASA ｰ，Web開催.2022.11.14

特別講演・

招待講演
55

新井勝大． 小児診療科から見た移行期医療． IBD Transition Conference，千葉.2022.11.18

特別講演・

招待講演
56

新井勝大． 小児IBD診療のUP to Date． IBDExpert Forum in 宮崎，宮崎.2022.12.16

特別講演・

招待講演
57

髙橋健. 心エコーデータのAIを用いた心機能解析は既に始まっている. エコーウインターセミナー，Web開催.2022.2.20

特別講演・

招待講演
58

髙橋健. 運動負荷心エコーの実際. 循環動態Webinar2022，Web開催.2022.4.5

特別講演・

招待講演
59

髙橋健. 知っておくべきACHDの心エコー , State of the art,  生命予後に

は何が重要か.

日本心エコー図学会 第33回学術集会，米子.2022.4.8-10

特別講演・

招待講演
60

髙橋健. スペックルトラッキングを用いた小児の心エコー. 第95回日本超音波医学会 ，名古屋.2022.5.20

特別講演・

招待講演
61

髙橋健. 心エコーによる心機能評価　-小児循環器関連分野における臨床

研究への応用-.

日本小児循環動態研究会，熱海.2022.10.19

特別講演・

招待講演
62

田久保憲行. 肥満、2 型糖尿病の栄養管理. 第19回日本小児栄養研究会，Web開催（東

京）.2022.3.12

特別講演・

招待講演
63

田久保憲行. Narrativeとして取り組む肥満症の治療(小児から高齢者まで)　子

どもの肥満とそれを取り巻く環境から、小児肥満の治療を考える.

第42回日本肥満学会・第39回日本肥満症治療学会学術集会

（横浜）.2022.3.26

特別講演・

招待講演
64

田久保憲行. 小児期のライフステージの特性からみた療養指導-1型糖尿病治療

導入時のポイントと、継続的支援の重要性­-.

第21回淀川リバーサイズ糖尿病カンファレンス，東京.2022.10.1

特別講演・

招待講演
65

田中恭子. 慢性疾患をもつ子どもの養育者に対するペアレントトレーニング. AMED Birthday ”ADHDまたは慢性疾患を持つ児への成育環境

の影響を測定するマルチモーダルMRI神経ネットワーク指標の開発

―Child Attachment Interview による愛着分類を用いて”代

表：石井礼花　研修会.2022.1.23

特別講演・

招待講演
66

田中恭子. コロナ禍における子供のこころ. 公益社団法人　東京都医師会，東京.2022.2.5

特別講演・

招待講演
67

田中恭子. 新型コロナウイルス感染症が子どもの生活に及ぼした影響～とくにこ

ころの問題を中心に～」

第16回子どもの発達シンポジウム，Web開催.2022.2.12

特別講演・

招待講演
68

田中恭子. 子どもの心理社会的問題と ストレス関連性疾患、摂食障害. 第16回食育フォーラム　日本小児科学会，Web開

催.2022.2.25



特別講演・

招待講演
69

田中恭子. コロナ禍で再考する子どものメンタルヘルス～子どもアドボカシーの視

点から～コロナ禍を機に子どものレジリエンス向上を考える.

第1回厚労科研岡田班公開セミナー　コロナ禍を機に子どものレジリ

エンス向上を考える.2022.3.2

特別講演・

招待講演
70

田中恭子. 病気を自分らしく受け止めこれからのこと考える”ことを支援するために

トラウマインフォームドアプローチとセルフアドボカシー.

AYA世代がん患者のより良い療養生活のために：こころの支援と高

校生への教育支援．AYA世代がん患者に対する精神心理的支援

プログラムおよび高校教育の提供方法の開発と実用化に関する研

究.2022.3.5

特別講演・

招待講演
71

田中恭子. コロナ禍で再考する子どものメンタルヘルス～子どもアドボカシーの視

点から～コロナ禍を機に子どものレジリエンス向上を考える.

第２回厚労科研岡田班公開セミナー　コロナ禍を機に子どものレジ

リエンス向上を考える.2022.3.16

特別講演・

招待講演
72

田中恭子. バイオサイコソーシャルアセスメントとアドボカシー. 第1回子どもリエゾン室セミナー.2022.3.18

特別講演・

招待講演
73

田中恭子. コロナ禍で再考する子どものメンタルヘルス～子どもアドボカシーの視

点から～　分野別シンポジウム　COVID-19 ：Year Note 

2022.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

特別講演・

招待講演
74

田中恭子. コロナ禍をチャンスにレジリエンス育成を目指した子どもアドボカシーの

実践を考える　Withコロナ、Postコロナ時代の子ども達の成育環境

の整備～「健やか親子21」の取り組みから何ができるのか？.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.17

特別講演・

招待講演
75

田中恭子. 子どもの神秘. プレイリーダー研修会　難病の子供全国ネットワーク.2022.5.19

特別講演・

招待講演
76

田中恭子. 身体疾患と発達障害. 発達障害研修，国立精神神経センター.2022.6.25

特別講演・

招待講演
77

田中恭子. コロナ渦での子どもたちの心と心の問題への対応. 令和4年度渋谷区学校保健会総会記念講演会，Web開

催.2022.6.30

特別講演・

招待講演
78

田中恭子. 次につながる療養支援. 第9回日本子ども療養支援研究会，Web開催.2022.6.11

特別講演・

招待講演
79

田中恭子. WITH+AFTERコロナの子どものメンタルヘルス. Nordiscence forum 2022，東京.2022.6.18

特別講演・

招待講演
80

田中恭子. 小児心身症医療の現状とCOVID-19パンデミックの影響. 第63回日本小児心身医学会総会ならびに学術講演会，千葉. 

2022.6.25

特別講演・

招待講演
81

田中恭子. COVID-19渦における子供、親のメンタルと皮膚. 第46回日本小児皮膚科学会学術大会，舞浜.2022.7.2

特別講演・

招待講演
82

田中恭子. 子どものストレスとコーピング. 奈良県医師会指定学校医制度必須学校医研修会，Web開

催.2022.8.4

特別講演・

招待講演
83

田中恭子. 病気の子どものこころのケア. 特定非営利活動法人　無筋力症患者会，Web開催.2022.9.3

特別講演・

招待講演
84

田中恭子. トラウマインフォ―ムドアプローチの視点をふまえたペアレントトレーニン

グ.

第47回ハイリスク児フォローアップ研究会スキルアップセミナー，東

京.2022.9.10

特別講演・

招待講演
85

田中恭子. トラウマインフォームドアプローチを意識した子ども家族中心ケア. 第47回ハイリスク児フォローアップ研究会スキルアップセミナー，東

京.2022.9.11

特別講演・

招待講演
86

田中恭子. 小児がんの子どもの成長・発達. 小児がん拠点病院研修2022，Web開催.2022.9.11

特別講演・

招待講演
87

田中恭子. コロナ禍における子供たちの心と体. 令和4年度文部科学省補助事業「学校保健の課題とその対応」研

修会，長野.2022.9.22



特別講演・

招待講演
88

田中恭子. コロナ禍の子どもたちとメンタルヘルス. 京都市学校保健会 健康教育シンポジウム，京都.2022.10.18

特別講演・

招待講演
89

田中恭子. 子どもの神秘. プレイリーダー研修会 難病の子供全国ネットワーク.2022.11.2

特別講演・

招待講演
90

田中恭子. 子どもアボドガシーの実践～虐待によるトラウマに私たちはどう対応で

きるのか～.

第9回子ども虐待対応セミナー，福岡大学病院子ども虐待対策委

員会，福岡.2022.11.15

特別講演・

招待講演
91

田中恭子. 子どもの自殺を減らすために. 第47回東日本小児科学会，横浜.2022.11.23

特別講演・

招待講演
92

田中恭子. 今だからこそ考えましょう！小児科医のスキルを活かした子どものメン

タルヘルスケア.

日本医師会生涯教育講座（小児科） 公益社団法人 愛知県

医師会，愛知.2022.11.27

特別講演・

招待講演
93

田中恭子. 慢性疾病がある子の学校生活支援. 令和4年度　東京都小児慢性特定疾病児童等自立支援事業交

流会，Web開催.2022.12.17

特別講演・

招待講演
94

新妻隆広. 川崎病とCOVID-19の関連. 第50回東葛小児感染免疫研究会，浦安.2022.4.8

特別講演・

招待講演
95

新妻隆広. 子ども虐待. 江東病院院内勉強会，東京.2022.9.1

特別講演・

招待講演
96

新妻隆広. 抗菌薬治療に必要な血液培養のはなし. 江東病院2022年院内抗菌薬勉強会，東京.2022.12.8

特別講演・

招待講演
97

工藤孝広，新井喜康，小嶋まゆき，山田啓迪，田中裕子，米

山俊之，山﨑晋，本庄明日香，稲毛英介，馬場洋介，幾瀬

圭，神保圭佑，大塚宜一，清水俊明.

「好酸球性消化管疾患と機能性消化管障害（EGID と 

FGID）」小児のFGIDsについて知っておこう.

第59回日本小児アレルギー学会学術大会, ハイブリッド開催（那

覇）.2022.11.13

特別講演・

招待講演
98

東海林宏道. DOHaDの観点からみる思春期の栄養教育. 第16回子どもの食育を考えるフォーラム，Web開催（東

京）.2022.2.20

特別講演・

招待講演
99

東海林宏道. DOHaD～周産期の栄養環境と将来の生活習慣病～. 小児栄養ＷＥＢセミナー2022, Web開催（東

京）.2022.2.23

特別講演・

招待講演
100

東海林宏道. 周産期環境と将来の生活習慣病. 第21回新生児栄養フォーラム, Web開催（神戸）.2022.6.18

特別講演・

招待講演
101

東海林宏道. 話題提供「新生児ビタミンK欠乏症に対するビタミンK製剤投与につ

いて」.

第21回新生児栄養フォーラム, Web開催（神戸）.2022.6.18

特別講演・

招待講演
102

東海林宏道. ω3脂肪製剤使用の現状と今後:アンケートのまとめ. 第21回新生児栄養フォーラム, Web開催（神戸）.2022.6.19

特別講演・

招待講演
103

東海林宏道. 「やらなすぎ」乳児期～母児の体格・栄養と将来の生活習慣病との

関連～.

SPORTEC2022 JASMS主催セミナー，幕張.2022.7.29

特別講演・

招待講演
104

東海林宏道. 早産児や胎児発育不全児の体格予後と骨格筋インスリン抵抗性. 第17回ファンクショナルフード学会研修会，東京.2022.9.9

特別講演・

招待講演
105

藤永周一郎. 小児腎疾患（特発性ネフローゼ症候群、IgA腎症）の移行医療

の現状と課題、夜尿症診療.

第2回都城CKD予防連携医研修会（web研修会），宮

崎.2022.2.8

特別講演・

招待講演
106

藤永周一郎. 夜尿症診療2022年～新ガイドラインをふまえて～. 第64回大阪小児腎研究会，大阪.2022.2.17

特別講演・

招待講演
107

藤永周一郎. 夜尿症診療2023年～新ガイドラインをふまえて～. 第679 回日本小児科学会東京都地方会講話会，ハイブリッド開

催（東京）.2022.2.19



特別講演・

招待講演
108

藤永周一郎. リツキシマブ時代のステロイド依存性ネフローゼ症候群に対する免疫

抑制療法.

第13回宮城小児腎・泌尿器研究会，宮城.2022.3.18

特別講演・

招待講演
109

藤永周一郎. 難治性ネフローゼ症候群の治療～抗リツキシマブ抗体を有する場合

の診療～.

第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖

縄）.2022.5.27

特別講演・

招待講演
110

藤永周一郎. 頻回再発型・ステロイド依存性ネフローゼ症候群(FR/SDNS)に対

する免疫抑制療法.

第29回中部日本小児腎臓病研究会，富山.2022.10.2

特別講演・

招待講演
111

藤永周一郎. ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群・FSGS～当科の治療方針～. 第43回日本小児腎不全学会学術集会，東京.2022.12.9

特別講演・

招待講演
112

久田研. Withコロナ,Postコロナ時代の子ども達の成育環境の整備～「健や

か親子21」の取り組みから何ができるのか?　子どもの新型コロナウイ

ルス感染症対策.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.17

特別講演・

招待講演
113

久田研. 網羅的遺伝子解析を用いた病原体検索と疾患発症のメカニズム解

析　新生児の腸内細菌叢.

第54回日本小児感染症学会総会・学術集会, ハイブリッド開催

（福岡）.2022.11.6

特別講演・

招待講演
114

鈴木恭子. 小児血友病診療と移行期医療. 血友病総合診療セミナー, Web開催（東京）.2022.5.27

特別講演・

招待講演
115

藤村純也. 小児がんの特性とトータルケア. 上智大学グリーフケア人材育成講座，東京.2022.1.5

特別講演・

招待講演
116

藤村純也. 肝炎後再生不良性貧血のメカニズム. 5病院合同症例検討会，東京.2022.2.3

特別講演・

招待講演
117

鈴木光幸. 小児胆汁うっ滞の臨床：小児科医の立場から. 第41回日本画像医学会，東京.2022.2.18

特別講演・

招待講演
118

宮崎菜穂. 第2部：興味深い症例. 第26回豊島病院小児科公開勉強会，東京.2022.10.25

特別講演・

招待講演
119

池野充. 発作型と脳波から考えるてんかん診断：焦点てんかん編. Step up 脳波 1,2,3 Episode 2，Web開催.2022.1.14

特別講演・

招待講演
120

池野充 運動発達が遅れる乳児への初期診断アプローチ 順天堂大学小児科お茶の水木曜勉強会，東京.2022.2.24

特別講演・

招待講演
121

池野充. 発作型と脳波から考えるてんかん診断：焦点てんかん編. Step up 脳波 1,2,3 Step 2，Web開催.2022.12.7

特別講演・

招待講演
122

池野充. Dravet症候群について. 日本新薬株式会社：社内研修会，東京.2022.12.23

特別講演・

招待講演
123

菅沼広樹，池田奈帆，大川夏紀，東海林宏道，寒竹正人，

清水俊明.

脂肪乳剤と脂肪酸代謝産物. 第58回日本周産期・新生児医学会学術集会，ハイブリッド開催

（横浜）.2022.7.10

特別講演・

招待講演
124

西﨑直人. 夜尿症診療 Up to date 「夜尿症診療ガイドライン2021～改訂

のポイントとその実践のコツ～」.

フェリング・ファーマ Web Seminar 2022, Web開催（東

京）.2022.1.25

特別講演・

招待講演
125

西﨑直人. 夜尿症診療ガイドライン2021～改訂のポイントとその実践のコツ～. 世田谷区医師会・小児科医会 学術講演会，Web開催（東

京）.2022.2.18

特別講演・

招待講演
126

西﨑直人. Adolescents and Young Adults（AYA）世代の夜尿症患者

の経験.

第5回PNE（Primary Nocturnal Enuresis）研究会，Web

開催（横浜）.2022.3.12

特別講演・

招待講演
127

西﨑直人. 夜尿症診療 Up to Date. 茨城県 夜尿症診療 新ガイドライン講演会～オンライン～，Web

開催（東京）.2022.3.30



特別講演・

招待講演
128

西﨑直人. 知っていますか？『おもらし』への新しい対応

～改訂された「夜尿症診療ガイドライン2021」を読み解く！～.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.16

特別講演・

招待講演
129

西﨑直人. 2021年RSウイルス感染症大流行とシナジス～オープニングリマーク

ス～.

RSV Conference in Chiba，ハイブリッド開催（千

葉）.2022.4.27

特別講演・

招待講演
130

西﨑直人，清水俊明. 新生児に対する急性血液浄化療法～切り札の切り方～. 第57回小児腎臓病学会学術集会，ハイブリッド開催（沖

縄）.2022.5.27

特別講演・

招待講演
131

西﨑直人. 夜尿症診療10年のあゆみと未来～小児科における夜尿症診療の

未来～.

ミニリンメルト発売10周年記念WEB講演会，Web開催（東

京）.2022.7.7

特別講演・

招待講演
132

西﨑直人. 明日から役立つ夜尿症診療のコツ～夜尿症診療ガイドライン2021

をふまえて～.

第156回日本小児科学会栃木県地方会，栃木.2022.7.18

特別講演・

招待講演
133

西﨑直人. モーニングセミナー　子どもたちのおねしょ，おもらしから分かること. 第32回全国病児保育研究大会 in ちば，幕張.2022.7.18

特別講演・

招待講演
134

西﨑直人. 知っていますか？『おもらし』への新しい対応～改訂された「夜尿症

診療ガイドライン2021」を読み解く！～.

仙台市夜尿症診療WEB講演会，Web開催（東

京）.2022.7.27

特別講演・

招待講演
135

西﨑直人. 夜尿症診療Up to date 「夜尿症診療の重要性と治療のコツ」. 千葉県夜尿症診療 WEB講演会，Web開催（東

京）.2022.9.7

特別講演・

招待講演
136

西﨑直人. 『知っていますか？おもらしへの新しい対応 』～改訂された「夜尿症

診療ガイドライン2021 」を読み解く.

第16 回多摩小児科医勉強会，ハイブリッド開催（福

生）.2022.9.8

特別講演・

招待講演
137

西﨑直人. Late preterm の病態を理解してパリビズマブ（シナジス® ）投

与の意義を再考する.

Pediatric Expert Conference in Chiba，ハイブリッド開催

（船橋）.2022.9.13

特別講演・

招待講演
138

西﨑直人. 子どもたちのおねしょおもらしから分かること. 2022年度浦安市こども発達センター講演会，浦安.2022.9.27

特別講演・

招待講演
139

西﨑直人. Late pretermの病態を理解してパリビズマブ（シナジス®）投与

の意義を再考する.

Save the Smallbabies Niigata 2022 autumn，ハイブリッド

開催（幕張）.2022.10.7

特別講演・

招待講演
140

西﨑直人. 小児科医からみた夜尿症診療. ミニリンメルト発売10周年記念横浜夜尿症WEB講演会，Web開

催（東京）.2022.10.31

特別講演・

招待講演
141

西﨑直人，清水俊明. 新生児領域における急性血液浄化療法～いつ・だれに・どのよう

に？～.

第66回日本新生児成育医学会・学術集会，横

浜.2022.11.26

特別講演・

招待講演
142

西﨑直人. 夜尿症診療における医療連携 ～開業医と病院における連携シス

テム～.

PNE Web seminar 2022，Web開催（東京）.2022.12.16

特別講演・

招待講演
143

遠藤周. Withコロナ時代の小児科医育成教育「ピンチをチャンスに!」　

mission!　小児科指導医講習会を完全オンライン化せよ!!.

第125回日本小児科学会学術集会，ハイブリッド開催（郡

山）.2022.4.17

特別講演・

招待講演
144

遠藤周. 小児科医、学び続ける. 日本小児科学会主催第11回インテンシブコース，京

都.2022.8.6

特別講演・

招待講演
145

島田姿野. 重症心身障害児者 診断治療の現状. 令和4年度在宅重症心身障害児者多職種連携研修, ハイブリッド

開催（伊豆）.2022.11.12

特別講演・

招待講演
146

島田姿野. 重症心身障害児者 診断治療の現状. 令和4年度在宅重症心身障害児者多職種連携研修, ハイブリッド

開催（伊東）.2022.11.13

特別講演・

招待講演
147

北村裕梨. 胎児・新生児をめぐる臨床倫理. 日本臨床倫理学会第９回年次大会，東京.2022.3.19



特別講演・

招待講演
148

馬場洋介. 小児アトピー性皮膚炎の病態と新規治療薬のターゲット. アトピー性皮膚炎を考える in お茶の水, 東京.2022.4.28

特別講演・

招待講演
149

馬場洋介. アレルギー疾患と小児の発達. しずおかこども医療研修会，静岡.2022.6.8

特別講演・

招待講演
150

馬場洋介. 小児アトピー性皮膚炎の管理と拠点病院の役割. 第3回静岡県アレルギー拠点病院カンファレンス，静

岡.2022.10.14

特別講演・

招待講演
151

馬場洋介. 小児アトピー性皮膚炎治療の今後の展望. こどものアレルギーカンファレンス in Shizuoka, 浜松.2022.10.22

特別講演・

招待講演
152

細澤麻里子. コロナ禍における思春期メンタルヘルス：東京ティーンコホートによる

検証.

第25回日本精神保健予防学会学術集会，ハイブリッド開催（京

都）.2022.11.13

特別講演・

招待講演
153

稲毛英介. 食物アレルギーの経口免疫療法－その起源と将来. 第46回日本小児皮膚科学会学術集会，浦安.2022.7.2

特別講演・

招待講演
154

稲毛英介. 子どもの遺伝性血管性浮腫を考える. 第38回日本小児臨床アレルギー学会学術集会，東

京.2022.7.2

特別講演・

招待講演
155

稲毛英介. 受賞講演 クラブ活動で考えるダイバーシティ. 第71回日本アレルギー学会学術大会，東京.2022.10.8

特別講演・

招待講演
156

Inage E. Takeda global advisory board (commentary). Takeda global advisory board, 2022.10.26

特別講演・

招待講演
157

稲毛英介. 順天堂大学小児科におけるアレルギーへの取り組み. 診療科横断カンファレンス，東京.2022.10.31

特別講演・

招待講演
158

稲毛英介. 早期治療実現に向けた小児HAE診療の課題とその解決へ. HAEウェブセミナー，東京.2022.11.10

特別講演・

招待講演
159

稲毛英介. 小児HAEの基礎知識とベロトラルスタットの位置づけ. TORII　HAEウェブセミナー.2022.12.13

特別講演・

招待講演
160

五十嵐鮎子. 当院小児科における COVID-19流行期の取り組み. 2022年度第4回東京臨海病院地域連携Web講演会, Web開

催.2022.11.11

特別講演・

招待講演
161

五十嵐鮎子. 小児期のてんかん～トランジションを見据えて. 地域で診るてんかん～てんかん患者の成人期移行～, Web開

催.2022.12.1

特別講演・

招待講演
162

海老原慎介. 学校心臓検診と構造異常. 開業医に必要な知識シリーズ(心電図講習会)越谷医師会，越

谷.2022.4.20

特別講演・

招待講演
163

吉田登. てんかんの診断と治療. 第4回 てんかん「超」入門セミナー，Web開催（東

京）.2022.2.22

特別講演・

招待講演
164

吉田登. 当院でのペランパネル使用経験. エーザイ株式会社 社内研修会，東京.2022.3.2

特別講演・

招待講演
165

吉田登. 当院におけるラコサミドの使用経験. ユーシービージャパン株式会社 社内研修会，東京.2022.5.18

特別講演・

招待講演
166

吉田登. てんかんとは?. 第5回 てんかん「超」入門セミナー，Web開催（東

京）.2022.9.7

特別講演・

招待講演
167

中村明雄. 発達特性を持つ5歳男児に対して有用だった入院支援と研修医教

育の試み.

第69回日本小児保健協会学術集会，ハイブリッド開催（三

重）.2022.6.25



特別講演・

招待講演
168

米山俊之. 臨床における食物アレルギーに対しての免疫寛容誘導・維持につい

て.

第4回免疫治療研究センターセミナー, 東京.2022.3.9

特別講演・

招待講演
169

米山俊之, 中野信浩, 北浦次郎, 奥村康, 清水俊明. 免疫療法におけるNotchシグナルを介した免疫抑制機構. 第71回日本アレルギー学会学術大会, ハイブリット開催（東

京）.2022.10.8

特別講演・

招待講演
170

三森愛美，春名英典，鈴木光幸，田久保憲行，清水俊明. コントロール不良の１型糖尿病患者に繰り返す肝障害を認めた

Glycogenic hepatopathyの１例.

第19回関東小児糖尿病フォーラム，東京.2022.12.15

特別講演・

招待講演
171

Matsuda A. Weaning is a critical event to remodel infant gut 

microbiota into adult form and influences rodent 

growth.

Pharmacology Mini-symposium 8th, 

Tokyogmail.2022.12.8

特別講演・

招待講演
172

真弓怜奈 当院におけるパリビズマブ投与体制 Pediatric expert conference in chiba.2022.9.13

特別講演・

招待講演
173

黒澤礼子. 学童期の発達障害への理解と具体的な支援（２）「不登校と暴

力的言動への理解と支援」.

一般社団法人日本臨床心理士会臨床心理講座，Web開

催.2022.10.1

特別講演・

招待講演
174

黒澤礼子. 学童期の発達障害への理解と具体的な支援「不登校・校内暴力

など発達障害と社会的不適応について」.

一般社団法人日本臨床心理士会臨床心理講座，Web開

催.2022.2.26

特別講演・

招待講演
175

黒澤礼子. 愛着障害とは. 武蔵野市立大野田小学校 職員研修会，武蔵野

市.2022.5.20

特別講演・

招待講演
176

黒澤礼子. 発達障害と不登校・暴力的行為への理解と支援. NPO子育て・教育支援センター ピア 市川市教育委員会・市川市

社会福祉協議会後援，千葉.2022.12.10

特別講演・

招待講演
177

黒澤礼子. 気づいて　育てる　支援　～お家でできる自身のつけ方、伸ばし方

～.

武蔵野市立第四小学校保護者学習会，武蔵野

市.2022.12.19


